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Concept



　島根大学生活協同組合の経営状況の悪化に

伴い、食堂運営や改修計画に関するアイデア

の募集が行われた。

　島根大学の食堂は、キャンパスプラザ（広

場）に面するが、大学敷地北側に位置し、学

生数の最も多い総合理工学部棟や生物資源科

学部棟からは離れた場所にある。島根大学生

活協同組合は、ランチタイムの食堂の混雑解

消・距離が遠く、食堂を利用しずらい理系学

生のために生物資源科学部棟 3号館にてお弁

当販売を行っていた。しかしながら、その販

売空間は非常に簡素なものであった。

　そこで、本提案では現在の販売空間を魅力

的な空間とし、学生の購買意欲を促進するこ

とを目的にお弁当屋台を計画した。今後は、

キャンパスプラザでの販売や学生祭での利用

など大学敷地内全体で利用され、学生の活動

の幅が広がっていくことを狙っている。
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プロジェクト概要
Project Summary

第一食堂（ソーニョ）

総合理工学部棟 3号館

0ｍ 100ｍ

N

キャンパスプラザ
第二食堂（二コラ）

生物資源科学部棟 3号館

総合理工学部棟 1号館



あかりの灯る屋台

　生物資源科学部棟 3 号館は、中心にアトリウムを有し、自然採
光を活かした建築物である。販売空間として利用されている場所

は、このアトリウムに面しているが、計画上照明が少なく、食卓

の照度基準である200~500lx を下回る。そこで、ランプと屋台
を組み合わせた「あかりの灯る屋台」を提案した。このあかり

は、薄暗い販売空間を照らし、学生に販売を知らせる。
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コンセプト
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アトリウム 販売空間

自然採光
階段下の薄暗い場所



　お弁当は、毎日第一食堂から生物資源科学部棟 3号館へと運搬されるため、運搬経路の寸法と販売面積などの与条件から、

屋台の寸法が決定づけられた。特に、経路上にはスロープがあるために、屋台を 3分割することとした。毎日の運搬に使用

し、機動力に特化した「運搬用屋台（1台）」と主に建築物内で使用し、販売面積確保に特化した「販売用屋台（2台）」（イ

ベント利用時に屋外で使用することも想定した）を計画した。
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与条件の整理
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運搬用屋台展開図
Development of transport cart

12 ㎜合板
上部化粧・幕板

12 ㎜合板
上部構造

丸棒Φ20 ㎜
電球取り付け部

シナベニヤ 24 ㎜
天板

30 ㎜角棒
柱・天板構造

15×45 仕上げ材
手すり取り付け部

Φ30 ㎜丸棒
手すり

2×４材
底部構造

布
暖簾

扉
シナベニヤ 24 ㎜

化粧スペーサー
2×4材

底板
12 ㎜合板

キャスター取り付け部
2×6材

側面化粧
有孔ボード 2.5 ㎜

電球
USB付き電球
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運搬用屋台図面
Drawing of transport cart   1/75
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運搬屋台A-Aʼ断面図 運搬屋台立面正面 運搬屋台立面左
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▼GL

B'

A'

運搬屋台天板下 運搬屋台上部下 運搬屋台上部上

運搬屋台立面裏 運搬屋台立面右 運搬屋台B-Bʼ断面図
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販売用屋台展開図
Development of a sales stall

30 ㎜角棒
柱

2×２材
天板構造

2×２材
底部構造

12 ㎜合板
底板

キャスター取り付け部
2×6材

上部化粧・幕板
12 ㎜合板

暖簾
布

上部構造
12 ㎜合板

電球取り付け部
丸棒Φ20 ㎜

棚板
ワイヤーネット

天板
シナベニヤ 24 ㎜

側面化粧
有孔ボード 2.5 ㎜
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販売用屋台図面
Drawings of cars for sale   1/75

販売屋台土台 運搬屋台天板下

運搬屋台棚 運搬屋台上部

販売屋台B-Bʼ断面図
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購入した木材のすべてを加工する必要があったため、他研究室の学生の手も借り、ケガキを行った。複雑な加工は、ジグソー

を用いて行った。天板は、24㎜合板に仕上げ材を張り付けたが、手間と時間がかかったため、本番では仕上げの必要ない高
価な合板を使用した。

ケガキ・木材カット・天板プレス

天板の角で怪我をすることを防ぐため、天板のトリマーを行い、面取りした。しかしながら、合板の断面が汚く見えてしま

う結果となったため、本番では使用せず、軽くやすりをかけることにした。

天板のトリマー
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試作屋台の制作
Production of prototype stalls



屋台の支柱が天板を貫通するため、天板の穴あけ加工を行った。まず、ドリルで四隅に穴をあけ、ジグソーで点をつなぐよ

うに切り出した後、少しずつ削るとるように形を整えていった。

天板の穴あけ・支柱部分

すべての材料の加工を終え、組み

立てを行った。足元から順に組み

立てていき、上部は脚立を用いて

の作業となった。タイヤをつけた

ままの組み立て作業となったため、

固定しながらの作業が大変であっ

た。さらに、扉の取付けは三人が

かりでの作業となり、難易度の高

い作業となった。

組立て
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屋台 3台分の材料を一気に加工し、やすり掛けまで行った。材料加工では、棒材への穴あけなどの特殊な加工については、

指導をいただきつつ、木工室の工具を使用した。

ケガキ・木材加工・ヤスリ

雨天時の使用も考慮し、外部に面する材料のすべてに防水塗料を塗った。塗装の色遣いについては、オフホワイトと木材そ

のものの色を基調としたうえで、断面にカラーリングを施した。全体の統一感とそれぞれの個性を演出するだけでなく、視

点を変えるごとに見え方が変わるように意図した。

塗装
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屋台の制作
Production of  stalls



土台を組立て、タイヤを取り付けたのちに柱を固定した。ビスが見える場所は、ダボ栓をすることで外観に配慮した。柱は、

土台枠組みの内側に固定することで接着面を増やし、安全面に配慮した。

土台組立て・柱取付け（運搬用屋台）

材料加工のずれによる歪みを防ぐため、柱に天板を通しての組み立てを行った。内部は、お弁当運搬用のボックスを二箱積

むことを想定しつつ高さを最低限に抑えるために材料同士が複雑に噛み合い、施工難度が高かった。

天板下組立て（運搬用屋台）
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上部の部材は事前に組み上げておき、最後に全体と接合した。また、設計では木材のみでリングを構成する予定であったが、

仕上がりが不安定だったため、金物を使用し、補強を行った。のれんは、一枚ずつ手作りで制作した。幕板の奥に設置した

ヒートンにカーテンクリップを取り付けて固定することで留め具が見えないよう工夫している。

上部組立て・のれん制作（運搬用屋台）

柱が土台を貫通するため、土台の穴あけを行った。販売用屋台のタイヤは、運搬用と異なって直径の小さい空気無しタイプ

のものを採用することで、メンテナンスに配慮した。

土台組立て・柱取付け（販売用屋台）
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土台を組立て、タイヤを取り付けたのちに柱を固定した。ビスが見える場所は、ダボ栓をすることで外観に配慮した。柱は、

土台枠組みの内側に固定することで接着面を増やし、安全面に配慮した。

下部組立て・カーテンレール取付け（販売用屋台）

扉の取付けの難易度が高かったため、

運搬する必要のない販売用屋台につい

てはカーテンを採用し、カーテンレー

ルを取り付けた。販売用屋台は二台並

べての使用となるため、二台の高さが

そろうことを意識しながら天板高さを

固定した。

下部組立て（運搬用屋台）
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販売面積を確保するため、棚を設置した。上部のライトからお弁当を照らすため、下段の明るさに配慮し、ワイヤーメッシュ

の棚を採用した。また、棚板は完全に固定せず、柱にはめ込むことで、柔軟な使い方ができるようにした。

棚取付け・仕上げ（販売用屋台）

上部部材を組立て、ランプを設置するための棒材を取り付けた。ランプは、USB付きのものを採用し、天板下の電池から

電力を供給する。

上部組立て（販売用屋台）
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完成写真
Completion photos



18



19



20



21



Ririka Okada
2023-2024


